
社会福祉法人 吉備の里 広報誌
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「働く広場」とは 暉害者届用事業所の腱場ルボなど 最新の雇用事aに中心に
陣書書層日錮 するさまさまな情報握決を行う薔発誌です.
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“新たな主え合い"
8年前からスタートをした現行の福祉サービス (体系)は、各分野ともに見

直され、利用者の方にとって充実となった側面と現在も課題として継続する側

面の両面を感じ取ることが出来ます。

その中でも充実となった側面の一つに、昨年度から吉備中央町内に就労支援

を行う事業所 (A型)が数力所開設され、吉備の里の利用者にとつて日中活動
の内容他で主体的に幅広く選択することが出来るようになったことは、一人ひ

とりが安定し就労定着をする上でも大変良かつたことと感じています。

当時、地域福祉のあり方に関する国の報告書 (平成20年度)には、 “地域福
祉の概念は、暮らしのあらゆる場面で起こりうる生活課題に対応する幅の広いもの"と 記されてありました。

またまだ、複合的な課題等のあるケースでは、各事業所において対応を苦慮することもありますが これ
からも地域の関係者の方と連携 (協働)を しながら、利用者の方の地域移行に向けた支援にあたりたいと思

います。

吉備の里総務課 課長

吉村 晴司

●
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4月 支援贅制度施行
岡山県立身体障害者授産所 (旧同山県立重度身体障害者授産所)

同山彙立知的障害者授産所

岡山彙き備の里能力開発センター

¨ 的陣書昔授産所 分場通所施横)
岡山県吉備の里就

"セ
ンター (mll陣督者授産所 第2分場)

同山県立吉備の里通勤熙

岡山果吉備の里議

"セ
ンター運営受託・ 事業国始

身体障害音褐祉ホーム「ヴェスタ」

グループホーム吉備1号厠設

10月  グループホーム吉備2厠設
12月 岡山県立身体障害者授産所食堂 増築

2004年 (平成 16年 )
8月 岡tt県き彙の里能力開発センター 海外作品展出品
10月 「吉備中央町」誕生

2005年 (平成 ,7年 )
4月 岡山興立知的陣審音授産所 通所都開設
勿 レープホーム長坂関設

10月  第 50回国民体育大会岡山大会
全国陣害者スポーツ大会 澤いて|おかやま大会

2002年  (平成 14年 )
0月 広報誌「吉鰤か皇J第 1号発行
9月 設立20周年記念式奥
10月 勁 し―プホーム上野関設

2003年 (平成 15年 )

2006年  (平成 18年 )
4月 障害者自立支援法施行
興立施設指定管理開始

10月 吉備の里IB談支援センター園設
2008年  (平成 20年 )
4月 勁レープホームさん SUN関設

20∞
=仲
成 21年 )

◆ 変 遷 ・ 出 来 事 ◆

身体障害者福祉ホーム「ウェスタJ

4月 施設移腱 (民間移菫)
吉備高原保健lmlのむら事業団統合
吉備の里身体障害音授鷹所 (旧岡山県立身体障審者授産所)
古備の里知的障害者授屋所

“

岡山興立知的陣書者授菫所)
吉備の里能力開発センター (0岡山果さ鮨の里勧 開発センター)
古備の里就労センター 0日岡山果吉備の里就労センター)

吉備の里通勤鷺 〈旧岡[1県立吉備の里通勤寮〉

き備の里地域生活ホーム 0日勿 レープホームき備の里)

吉備の里チャレンジ (就

"継
読支援 A型 )園設

吉備の里地域舌動支援センター (レス′▼ 卜事業)口設
首備の里うらじゃチーム「きび0と JApANぶらすJ発足

2010年 (平成 22年 )
4月 知詢障害者授産所の駈体系移行
吉備の里なでしこ (施設入所支援 自立酬薇 就労移行支援)
音備の里ひなぎく (就労継続支援 8型 生活介顧事業 )
吉備の里つばき蒙 (宿泊型生活副‖練事業所)

き備の里相談支援センター裸・新築

(相談支援センター・ 身饉施設印刷讐 事詢尋)

詢 里チヤレンジ棟の新築

首備の里ひなきく おしぼり作業場・休憩室増築

lLE生活ホーム「あしさt口「あさみJ関設
2012年 (平成 24年 )
4月 身体障害者授口折の新体系移行
吉備の里希望 は 続支援 0型 福祉ホーム)

一体型グループホーム・ケアホームヘ移行

地域生活ホーム

'す

みれJ「つつし」口設

き働の里チャレンジ 給食事業開始
11月 鸞
'30周
年配念式奥

地域生活ホーム「アンサンブルJ硼設
2013年  (平成 25年 )
4月 吉鰤の里たんぼぼ (生活介護事業)田設



8月 9日 (■ )、 毎年夏恒例
である自治会主催のサマーバー
ティーが開催されました !当
日は台風により あいにくの
空模様でしたが、利用者、家
族、関連企業等多くの方にお
集まりいただきました。

なメニューを用意し、皆さんにお楽しみいただきました.
また アーティストの吉永拓未さんによるビアノ弾き
語リミニコンサー トを行いました。ポピュラーな楽由
を披露して下さり たくさんの笑顔が溢れる会となり
ました。
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ESDユネスコ世界会薔巳念グッズ
「木製ストラップJ

‐‐ 保護者会バス旅行‐‐
7月 13日 (日 )に、吉備の里なで
しこでは保護者会の主催でバス旅
行に行きました |この日 まず
瀬戸大橋を渡つて金刀比羅宮で有
名な琴平町に立ち寄り 本場さぬ
きうとんの手打ち体験を楽しみま
した。うどん生地をのばしたり切つ
たりと大変だったけれど、自分で
打つたうどんは格別美味しいと大
評判てした.その後 大勢の家族
連れでにぎわうレオマワールドに
到着 お生産もしつかり買つて
大満足♪ご家族と共に思い出を作
る良い機会にもなりました.

8月 9日 (■)に 、吉備の里なでしこでは、禾1用者

保護者を対象にして利用者研修会を吉備の里相談支援

センター会議室にて開催しました。今回は、倉敷障害

者 生活支援センターの方を講師にお招きし 就職す
るための心構えなどを学

びました。実際に事業所

で働かれている方の様子

もビデオて紹介され 就
労に向けて気持ちを新た

にした良い研修会となり

ました。

研 修 旅 行
10月 1日 (水)鳥取県にあるサントリー天然水奥大山
ブナエ場とヒルセンショイフルバークヘ利用者30名、

職員 7名で行つてきました.
サントリー奥大山の天然水工場見学では女性スタッフ

工場見学後は蒜山高原セン

ターヘ移動し利用者が楽し

みにしていた昼食の特製ジ

ンギスカンに笑顔
しつかり食事の後はヒルゼン

ジョイフルパークヘ( )!
利用者のみなさんは次つぎ

とア トラクションに !笑顔
と笑い声で一杯てした。

また お土産も真剣な表情
て選ぶ姿もみられ楽しい時

間と 思い出を胸に無事に
帰つてきました.
これからもオンポリ作業

頑張ります |

から天然水の出来る

までの説明を受け雪

室を見学しました.

また工場内では す
ごいスピードで出来

る天然水の工程を春リ

用者の皆さんは目を

点にしながら真剣に

見ていました.

集 山 チ 祭 ル:

9月 1日 から13日 まで 地元
の吉備中央町秋のlB例行事で

ある第 171● 案山子祭りに出展

しました。千葉県船橋市末公

認キヤラクターの「ふなつし一」

を作成して、全部で40基の出

展があり多くの見学者での人

気投票が行われ、開票結果

ユニーク■を獲得しました。

利用者の皆さんも見学や表彰

式に参加して楽しい地域交流

ができました。

今回で第 4回 目にな

ります作品展を 9月 26

日から28日 まで開催致

しました。同山市の山

陽新間社さん太ギャラ

リーで絵画 切り絵
さをり織りをはじめ、

初出展の絵手紙をカロえ

て約60点の個性ある力作を展示できました.

保護者、家族の皆様をはじめ、各関係者のご来場あ

りました。これからも「ありのまま おもいのままJ
のテーマのもとに作品を制作していこうと思います。



懇 議  会
平成26年 8月 23日 (土)チ ャレンシ駐車場にお
いて総勢30名 で  「がんばろう焼き肉懇親会Jを
開催しました。これは 社員 (利用者)か ら 「みん
なで焼き肉をお腹いっぱい食べたい.」 と提案が
あり実現したものです。お腹いっばいになり充実
した一日でした。

発達支援教室「ば
けつとJは 就学前
のお子さんを対象に
した療育支援教室で
す.個
"1で

の療育を
主とし 臨床心理士
と保育士がその子の
発達に合ったプログ
ラムを組んでいます.
また 保護者の方が日頃感している育児の不安に
耳を傾け スタッフが一緒に解決策を考えています.
お子さんが楽しみながら学べる場所であり保護者
の方がほっとできる場所を目指しています。

体口での様子 (ひととさ) 自治会―泊流行

つばき寮での休日の一コマと
して 自分たちで好きなメニュー
を料理している場面です (‐

^)

みんなで作ったお好み焼き |

最高 !!

毎年恒例の一

泊旅行に行つて

きました。

今年は 1日 目
に ユニバーサ
ルスタジオジャ

カラオケに行ってきました
寮とは違って 山数が多 く選
ふのに吉労.(～ ～→
しかし 日ごろ歌えない曲が
歌えて とつても楽しかった
様子です !

バンで絶叫し、宴会ではご馳走に舌鼓 自治会長の安
来節 (どじょうすく|う とカラオケで盛り
上がり、旅行の夜を楽しみました
2日 目は 甲子園の野球観戦と 神戸市内
の散策に分かれて思い思いの楽しみ方で
旅行を滴喫しました。

7月 12日  13日 の2日 間にかけ岡山
ロイヤルホテルを会場に平成26年度
グループホーム入居者交流会 世話

炎蓉霞髯倉お胃ξらしまり方Lラ果
―ムを利用している入居者の方と主

た :ζ赫専SPる
世話人がともに会

言サ1き,1黒全,7:暫;夕ffrり,:こちぅ髯,「
ξ言尋:菫勇:募 :[ぎ [i:菱源言醤重芝骨量葉:ていただけたらと願います。

グループホームAl着交流会・●着人1研修会

して交流と研修を

全国障害者スボーツ大会
来たる11月 1日 ～3日 にか
け長崎県で開催の「第14回

全国障害者スポーツ大会」
へ地域生活ホームから戸口
和恵さんい 球競技)山 本
京平さん (ソ フ トボール競
技)が岡山県代表として出
場されます.
大会への意気込みをお聞きしたところ「ベストを尽
くしたい J「絶対優勝したい IJと のお答えをいた
だき 大会への熱い思いが伝わってきました。お二人
が日頃の練習成果を存分に発揮しご活躍できることを
心から期待しています !

F・ 田

"1意

さん  山本京平さん

‐131●‐●●療‐31
6月 1日 (日) 「第31回吉備の里あるさと祭り」力`開催されまし
た。

会場では 利用者 家族 地域住民の方々による模擬店やバザー
竹バンづくりや似顔絵コーナー 昔遊び体験などが行われ 多彩な
催しに販わいをみせていました。
また 川崎医療福祉大学の学生によるチアリーディングショーや
長なわとび大会などが行なわれ 大きな歓声があがっていました.
体育館では 三宅奈緒子さんのライアやバトントワリングショー
ビンゴ大会が行なわれ大盛況でした.

地域の方々やボランティア そして利用者 保護者の皆さんとの
ふれあいと交流につなかる楽しい一日を過ごすことができました。
ご協力いただいた皆様 ありがとうございました。

【協 力 全 撃
。団 体 】

奥山ll之電気管理事務所

岡崎塗装店

・ オフイスシステム株式会社

・ 協同タンス店

協立上建株式会社

株式会社研美●

・ 弘文堂書店

・ 小林事務横株式会社

・ 有限会社小山商会

・ 洒丼総―郎 (神農組合)

昭和興業株式会社

口荀アイナックス株式会社

150音順 )

・ 全日本空輸株式会社 岡山コ苫

・ トヨタカ□―ラ同山株式会社

・株式会社周 レタ

有線会社フレシュア

・両備商事株式会社

・ ロウズ観光株式会社



10月 12日 (日)秋 の吉備高原を舞台に「第 27回岡山
吉備高原車いすふれあいロー ドレース大会」が開催され

ました。

一般ランナーと車いすランナーが同時に同じコースを

走る全国でも珍しい大会であり 車いすランナーの迫力
ある走りを間近に見ることができます.

今年は、同大会に故三笠官寛仁殿下の長女 彬子女エ
殿下がご臨席され 力強く走る選手たちへ心暖まる声援
をいただきました

吉備の里からも大勢の利用者の方々が参力,され、多数

のランナーとともに「疾走 快走、熱走」されました.

地域生活ホーム 藤 原  努
今年度より 搬 職員となりより気が引

き締まる思いで日々の支援に携わらせて

いただいています.

経験年数は今年で 3年目。現在は地域
生活ホームで勤務させていただいています.

日々の業務は変化の連続で 過去の経験
や考えだけでは解決できない課題に直面することがあり
ます.常にアンテナを張りめぐらせ過去の経験や考えに
とらわれす いつも `ス ポンジ'の ように新たなものを
吸収し続ける支援者でありたいと思っています。今後と

もご指導 ご籠撻のほどよろしくお願いいたします.

このたび 吉備中央町社会福
祉大会において永年勤統功労賞
の表彰をして頂き 大変光栄に
思います。このような賞をいた
だいたことに恐縮しております
が この資を頂いた重みを感じ
つつ障害者支援の向上に尽力し
ていきたいと思っております.
今口の受賞では、社会福祉協議
会をはじめ推薦をしていただい
た皆様にこの場をお借りしてお
ネL申 し上げます。

世話人 永瀬房子  世話人 4ヽ神桂子 世話人 鈴木百合子

吉備の里 なでしこ

冨山紀子 ま幹

地域で生活する障害者にとって地域生活ホームは大

切な住まいの場となっています。その代表的な支援者
が世話人さんです。今年度の同山県手をつなぐ育成会
の大会で 二人の世話人さんが会長表彰を受賞されま
した。
お三方とも長きにわたり地域生活ホームで暮らす入

居者の方々の食事や金銭管理 身辺処理や相談など多
様な支援にご活躍いただいています.また地域の住民
として入居者の方々へ率先してコミュニティの活動に

参加を促し 地域住民の方々が障害者の理解を深める
パイブ役を果たしています。
お三方は入居者の方々からの信頼も大変厚く、私た

ち職員も勉強させていただいています。今後も世話人

さんと共に地域を支える支援者として、入居者の方が

地域生活の中で夢や希望を持ち 笑顔あふれる生活の
実現ができるよう一層の支援の充実を図りたいと思つ

ています。

平 成 26年度
が 町 福 祉 フォー ラ
h吉 備 中 央 町

7月 17日 に岡山市で行われた安全運転講習に豊福職員

平運転員、太田運転員が参加し 死角対策や内綸差、事
故時の対応など実地を含めて学びました。また当法人に

は車椅子用リフト付き車両は少ないですがその操作方法

できる『ここうのビタミン
,口26● 11■ 15日 (■, 1300・・16●●

―

か 2・1¨

g集後髭
このたび 広報協 r百億の里J/J1330=の発行を迎
えることができましF_.Ⅲ2年 (平成14年 )設立20m
年を記,し 第 lSが発行されてから12■ .これから
も皆様に,しみ楽しんでいただける広報饉をお層けし
たいと,います。

も行いました.
「～だろう」「～と

は思わなかった」

は事故の元 !自

分に事故は起 こ

らないと思わず、
「起こるかもしれ

ない」を心がけて

安全運転をお願
いします. 左から 山本 人燿 00 太口 平 ■鮨チ

…
―

l・ ‐


